
数
４

６
１

戸
の

う
ち

会
員

戸
数

は
２

２

０
戸

で
、

加
入

率
は

４８％
と

な
っ

て
い

ま
す

。
隣

組
班

は

23班
に

分
か

れ
て

い

ま
す

。
ま

た
、

役
員

構
成

は
９

組
織

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 
 

 
 

行
事

は
ほ

ぼ
毎

月
行

っ
て

い
ま

す
が

、

皆
さ

ん
に

喜
ん

で
い

た
だ

け
る

主
な

も
 

の
を

紹
介

し
ま

す
。

 

①
５

月
の

「
春

の
レ

ク
レ

ー
シ

ョ
ン

」

は
、

花
壇

整
備

の
後

、
焼

肉
パ

ー
テ

ィ
ー

を
し

て
皆

さ
ん

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
を

と
り

、
語

り
合

っ
て

い
ま

す
。

②
６

月
の

「
親

睦
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
大

会
」

③
７

月
の

中
標

津
神

社
祭

典
へ

の
参

加
。
子

供

や
大

人
の

人
達

が
大

勢
参

加
し

、
楽

し
い

一
日

を
過

ご
し

て
い

ま
す

。
④

９
月

の
町

内
会

主
催

「
敬

老
祝

賀
会

」
約

４５名
の

方
が

参
加

し
、

カ
ラ

オ
ケ

、
踊

り
、

ビ
ン

ゴ
ゲ

ー
ム

な
ど

を
楽

し
ん

で
い

た
だ

い

て
い

ま
す

。
 

私
た

ち
の

町
内

会
の

自
慢

は
、
レ

ク
レ

ー
シ

ョ
ン

部
と

女
性

部
と

が
連

携
し

て

大
き

な
行

事
の

際
は

手
料

理
で

も
て

な

し
を

し
て

い
る

こ
と

で
す

。
 

行
事

の
ほ

か
現

在
、
町

内
会

で
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

は
、
民

生
委

員
と

町
内

会

組
織

の
中

の
「

健
康

推
進

部
」

が
連

携
し

て
町

内
会

の
高

齢
者

の
安

否
確

認
体

制

を
整

え
た

り
認

知
症

予
防

の
研

修
な

ど

を
工

夫
し

な
が

ら
す

す
め

て
い

ま
す

。
 

私
た

ち
の

旭
第

一
町

内
会

は
、

東
２

条
か

ら
東

７
条

ま
で

の
下

側
地

区
と

、

東
４

条
か

ら
東

７
条

ま
で

の
東

小
学

校

周
辺

の
高

台
地

区
か

ら
な

り
、

全
世

帯
 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
（

以
下

CS）
は

、
「

学
校

運
営

協
議

会
」

を
設

置
し

て

い
る

学
校

の
こ

と
を

言
い

ま
す

。
 

こ
の

委
員

に
な

っ
た

方
々

の
役

割
や

権
限

に
つ

い
て

は
、

法
律

や
町

の
規

則
に

定
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
今

後
全

て
の

公
立

学
校

で

CSが
進

め
ら

れ
ま

す
。

 
 

さ
て

、
今

な
ぜ

CSな
の

で
し

ょ
う

。
学

校
に

お
い

て
は

。
学

校
の

中
だ

け
で

は
解

決
が

で
き

な
い

、
あ

ま
り

に
も

多
岐

に
わ

た
っ

た
多

く
の

課
題

が
あ

り
ま

す
。

 
一

方
、

学
校

が
存

在
す

る
「

地
域

」
に

は
、

学
校

に
通

う
子

ど
も

た
ち

と
そ

の
保

護
者

が
含

ま
れ

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら

ず
別

物
と

し
て

活
動

し
て

い
ま

す
。

 
本

来
一

つ
で

あ
る

は
ず

の
地

域
学

校

が
そ

れ
ぞ

れ
の

悩
み

を
抱

え
な

が
ら

協

力
せ

ず
に

い
る
状
態

と
い

え
る

の
で

は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 
 
先

人
は

、
新

た
な

地
に

入
植

す
る

と
、

先
ず
初

め
に

神
社

と
学

校
を
建

て
ま

し

た
。

 
「

地
域

の
子

ど
も

は
地

域
で
育

て
る

」

こ
の
当

た
り
前

の
こ

と
を

も
う

一
度

や

る
こ

と
で

、
学

校
も

地
域

も
お
互

い
に
良

く
な

る
よ

う
に

、
何
よ

り
も

地
域

の
宝

で

あ
る

子
ど

も
た

ち
の

た
め

に
、

協
力

し
合

え
た

ら
良

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 

そ
の

た
め

、
現

在
８

名
の

本
校

の
学

校
運

営
協

議
会

委
員

は
、

中
標

津
の
将

来
を
担

う
子

ど
も

た
ち

に
地

域
と

学
校

が
で

き
る

こ
と

は
何

か
を
熟

議
し

な
が

ら
、

で
き

る
こ

と
か

ら
進

め
て

い
る

と

こ
ろ

で
す

。
 

 
 

今
年
度

は
、

以
下

を
実
施

し
ま

す
 

①
学

校
便

り
の

町
内

会
へ
配
布
回
覧

 
②
Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境

整
備

に
地

域
住

民
も

参

加
 

 
③
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
活

動
「
ふ

れ
あ

い
フ
ェ
ア

」

で
地

域
住

民
も
出
店

参
加

。
 

④
地

域
住

民
と

の
防
災
訓
練

 
⑤
総

合
的

な
学
習

の
時
間
等

の
学
習
支

 
 

 
 

 
 

援
 

地域住民と一緒に花壇整備 

今
年

の
神

社
祭

も
好
天

に
恵

ま
れ

、
近

隣
町

内
会

の
子

供
達

の
参

加
を
頂

き
、

お

祭
り

を
大

い
に
盛

り
上
げ

る
こ

と
が
出

来
ま

し
た

。
 

大
変

う
れ

し
く
思

っ
て

お
り

ま
す

。
 

中
標

津
神

社
祭

の
当
初

か
ら

、
中
央

 

町
内

会
と

し
て
長

い
歴
史

の
中

、
パ

レ
ー

ド
に

参
加

し
て

参
り

ま
し

た
。

 

時
代

の
移

り
変

わ
り

の
中

で
、

パ
レ

ー

ド
に

参
加

す
る

町
内

会
が
年

々
少

な
く

な
り
寂

し
く

、
大
変
残
念

に
思

っ
て

お
り

ま
す

。
 

パ
レ

ー
ド

に
参

加
す

る
に

は
、
費
用
等

諸
事
情

も
あ

る
と
思

い
ま

す
が

、
町

の
賑

わ
い

や
子

供
達

に
お

祭
り

の
楽

し
み

や

夢
を
作

っ
て

ほ
し

い
と
願

っ
て

お
り

ま

す
。

 

 
中
央

町
内

会
は

、
中

標
津

町
の

中
心
商

店
街

と
し

て
自
覚

を
持

ち
、

こ
れ

か
ら

も

神
社

祭
を
盛

り
上
げ

て
参

り
ま

す
。

 

 
 

 
 

 
 

中中 標標 津津 町町 全全 町町 内内 会会 連連 合合 会会 だだ よよ りり  

私
た

ち
の

町
内

会
⑩

 
旭

第
一

町
内

会
会
長

 
伊
藤

 
哲
雄

 
 

第 6 号 平成 29 年 9 月 

・
３

月
末

～
交

通
安

全
旗

・
防

犯
旗

配
付

 
 

・
４

月

7日
「

小
規

模
多

機
能

自
治

」
講

演
会

 

・
４

月

19日
 
根

室
管

内
町

内
会

連
絡

 

協
議

会
 

正
・

副
会

長
会

議
（

根
室

市
）

 

・
４

月

26日
 
全

町
連

役
員

会
 

 

・
５

月

8日
 
全

町
連

東
部

地
区

連
合

会
長

会
議

 

・
５

月

25日
 
全

町
連

定
期

総
会

 

・
５

月

23・

24日
 

全
道

町
内

会
活

動
研

究
 

大
会

及
び

連
合

会
総

会
（

札
幌

市
）

 

・
５

月

7日
～

21日
 

春
の

一
斉

清
掃

実
施

 

（
全
町
内
会
参
加
）

 

・
５

月

28日
 
ね

む
ろ

自
然

の
番

人
宣

言
 

「
ご

み
ゼ

ロ
の

日
」

清
掃

奉
仕

活
動

に
協

力
 

（

23町
内
会

66名
参
加
）

 

・
６

月
～

 
町

道
に

お
け

る
縁

石
の

雑
草

除
去

 

作
業

の
実

施
（
町
内
会
多
数
参
加
）

 

・
６

月

16日
 

根
室

管
内

町
内

会
連

絡
協

議
会

 

総
会

・
交

流
会

（
別

海
町

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
７

月

9日
 

な
か

し
べ

つ
３

３
０

。
開

陽
台

 

マ
ラ

ソ
ン

協
力

（
９
町
内
会

30名
参
加
）

 

・
８

月

16日
「

安
全

・
安

心
・

ど
さ

ん
こ

運
動

」

チ
ラ

シ
配

布
 

・
そ

の
他

 
各

会
総

会
・

役
員

会
出

席
 

「
女

性
部

」
 

・
４

月
～

第
１

金
曜

・
第

３
金

曜
 

中
標

津
 

り
ん

ど
う

園
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

協
力

 

・
６

月

8日
 
全

町
連

女
性

部
会

役
員

会
 

・
６

月

21日
 
全

町
連

女
性

部
会

定
期

総
会

 
 

 

・
８

月

5日
 
中

標
津

り
ん

ど
う

園
ま

つ
り

参
加

 
 

中
標

津
町

全
町

内
会

連
合

会
だ

よ
り

は
、
中

標
津

町
の

Ｈ
Ｐ

（
生

活
環

境
）

に
て

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

で
き

ま
す

。
 

（
h
tp

s://w
w

w
.n

a
k
a
sh

ib
e
tsu

.jp
/k

u
ra

sh
i/se

ik
a
ts

u
/ze

n
ch

o
u
re

n
/）

 

町
内

会
に

つ
い

て
の

お
問

い
合

わ
せ

 

中
標

津
町

全
町

内
会

連
合

会
事

務
局

 

０
１

５
３

-
７

３
-
３

１
１

１
（

内
線

２
２

０
）

 
 

中
標

津
町

の
人

口
 

 
２

３
，

７
１

１
人

 

中
標

津
町

の
世

帯
数

 
１

１
，

１
１

５
世

帯
 

町
内

会
入

会
世

帯
数

 
 

５
，

０
０

６
世

帯
 

加
入

率
 

４
５

．
０

３
％

（
Ｈ

２９年
８

月
末

）
 

中標津神社例大祭の集合写真 

私
た

ち
の

町
内

会
⑨

 
中
央

町
内

会
会
長

 
菊
池

 
 
勤

 
 

今
年
度

の
事
業

活
動
計
画

は
「

安
心

・
安

全
な
住

み
よ

い
ま

ち
づ

く
り

の
推

進
を
図

る
」
「

あ
い

さ
つ

・
み

ま
も

り
・
助

け
合

い
運

動
を

推
進

す
る

」
「

高
齢

者
を

は
じ

め
、

住
民

が
健

康
で

安
心

に
暮

ら
せ

る
よ

う
地

域
で

の
支

え
合

い
を
図

る
」

で
す

。
今
年
度

よ
り

学
校
教
育

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ス
ク

ー
ル

」
が
始

ま
り

、
全

町
内

会
連

合
会

と
し

て
も

全
面

協
力

し
て

い
く

事
に

な
り

ま
す

。
 

初
年
度

は
、
計
根

別
学
園

・
中

標
津

中
学

校
・

中
標

津
小

学
校

で
ス
タ

ー
ト

、
活

動

の
様

子
を

中
標

津
小

学
校
横
山

校
長

に
聞

い
て

み
ま

し
た

。
 

 
 

「
地

域
の

子
ど

も
は

地
域

で
育

て
る

」
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
ス
タ
ー
ト

 

全
町

内
会

連
合

会
の

主
な

活
動

状
況

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
町
内
会

 

中
標

津
小

学
校

校
長

 
横
山

 
裕
充

 
 

中標津神社例大祭の山車 


